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日本の海域へ非意図的に侵入した海産・汽水産外来種とその導入手段について（第 1 章） 




は少なく，バラスト水単独で侵入したと考えられる種は渦鞭毛藻類の Heterocapsa circularisquama 



















また，22 種のうち大阪湾でこれまで記録がなかったものは 14 種に上り，それらは大阪湾への外来種
候補とみなされた。それらの 14 種について環境類似性に基づく侵入リスクアセスメントを行った結果，
大阪湾と同一の気候帯に分布し，大阪湾に近い塩分濃度や波あたりの海域に生息する Austrominius 









大阪湾におけるナデシコカンザシゴカイ Hydroides dianthus（Verrill, 1873）（多毛綱：カンザシゴカイ
科）の分布とその侵入制限要因について（第 3 章） 
 1997 年，大阪湾岸の人工護岸で付着生物調査を行って 5 種類の Hydroides 属（多毛綱：カンザシゴ
カイ科）を発見した。そのうちの 1 種は種名未確定であったが，再精査の結果北米大西洋岸を原産地














総合考察（第 4 章） 
日本の外来種は主に船体付着を介して侵入し，バラスト水によるものは少ないと推定されたが，世
界の中にはバラスト水による侵入が多くを占める国々もある。このような国々の要請を受けて，世界
ではいち早くバラスト水による外来種の侵入を防ごうとバラスト水管理国際条約が 2004 年に IMO で
採択された。この条約は 2013 年 4 月現在，まだ発効に至っていないが，日本のようなバラスト水輸出
国は，この条約の一日も早い条約発効へ向けた努力をする必要がある。さらに現在は船体付着による
外来種の侵入を防ぐための議論が IMO の場で行われており，やがてガイドラインとして適用される可
能性が高い段階になっている。このガイドラインはすべての船舶に新たな生物除去技術を含む防汚シ
ステムを導入して船体付着を防ごうというものであり，効果的な防汚システムの開発とその適用が議
論の中心となっている。もちろん，ここで議論されているように，船体付着を防ぐ効果的な防汚シス
テムの開発は必要なことであるが，ここでもバラスト水管理国際条約が抱えると同様の技術的課題が
いくつもあってその克服は容易でない。船体付着による外来種の侵入を防ぐためには，効果的な防汚
システムの開発とあわせて，緒言や第 1 章で言及した船舶の運航形態など船舶が持つさまざまな事情
を考慮したリスクアセスメント手法の確立も必要である。リスクアセスメントによって外来種をもた
らすリスクの高い船舶を絞り込むことができるならば，すべての船舶に一律に防汚システムを適用す
る必要はなく経済的で効率的な外来種侵入リスクの低減を行うことができると考える。 
 このような侵入対策を用いても，さまざまな手段で侵入する外来種のすべてを水際で防ぐことは不
可能である。従って，侵入した種に対しては第 3 章で述べたように，外来種の分布制限要因を明らか
にすることが大切である。それによって新たな分布可能域の推定ができ，そこでの事前監視を強める
とともに外来種の侵入に備えた対策を講ずることが可能となるのである。 
 
